
































4）統計分析： Friedman's χ2r-test 後に Wilcoxon t-test 














歩幅(cm) 24.6±6.6 21.3±6.1 20.3±6.6
歩行速度(cm/秒) 16.0±8.6 12.5±7.3 9.2±6.8
ケイデンス(歩/分) 39.0±18.6 34.7±16.1 26.3±13.2  














1 靴が履きやすい 0.5 1.2
2 気に入った靴が履ける 0.0 0.8
3 大きいサイズの靴が必要か 0.3 0.9
4 足が蒸れる 0.7 0.4
5 足が窮屈 0.3 0.5
6 洗える 0.5 1.6
7 価格が高い 0.5 1.1
8 ベルトの留めやすさ 0.9 1.2
9 デザイン性 1.0 1.2
合計点 4.7 9.0
(良い：2点、普通：1点、悪い0点)  
【考察】
 従来の装具開発は機能面を重視したものであり，患者の使
い勝手，すなわちUsability を軽視してきた傾向にある．そ
の実態は先行研究 1)で明らかにしたが，これらの項目(表 3)
については，今回試作した新装具が顕著に高い評価となった．
一方，機能面の評価として歩行計測を行った結果では，歩
幅，歩行速度，ケイデンスとも現用装具が有意に高値であっ
た．これは現用装具の素材がプラスチックであるため足関節
の支持性が高く，物理的特性としての粘弾性により歩行補助
機能が発揮されるためである．しかしプラスチックは通気性
がなく，生体への密着性や脱着の簡便性に問題が残るため，
使用感は必ずしも良好とは言えない．使用者側に立脚すれば，
速く歩くことよりも，日常の使用感や脱着の簡便性，外観等
の要因の方を重視する傾向が，今回の調査で明らかになった．
多少歩行因子を犠牲にしても，毎日使用する上では，表 3
に示した項目を優先した選択をするものと考えられたため，
新装具の有用性や受け入れは良好であると推察された．
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